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　最近の生鮮野菜の輸入量（26年4～
8月計）は、対前年同期比で12％増加
しており、その主因はたまねぎの増
加であることから、今回は、たまね
ぎの需給動向を紹介する。
　東京都中央卸売市場のたまねぎの
国内産入荷量（4～8月）をみると、
兵庫県産の豊作に対し佐賀県産の作
柄不良から前年を15％下回り、国内
産価格は堅調に推移した。このた
め、生鮮たまねぎの輸入量は、昨年
同時期が国内産の良好な作柄と価格
低迷等により輸入が低水準であった
こともあり、37％(中国産34％)の増
加となった。
　しかし、中国産たまねぎからは、
７月25日に日本の基準値を超える残
留農薬（チアメトキサム）が確認さ
れ、８月８日に検査命令（残留農薬
の全箱検査）が発令された。これに
伴い、中国の国家質量（品質）監督
検査検疫総局（ＣＩＱ）により、①
輸出検査強化、②輸出企業への自主
検査要請、③残留農薬が確認された
輸出企業の産地の検査実施と当該検
査結果が判明するまでの輸出停止が
措置されたとみられている。この結
果、中国産の輸入は、国内産価格が
上昇していた7月及び8月において
も、6月に比べると大幅な減少となっ
た。
　さらに、農林水産省植物防疫統計
で９月の中国産の検査数量（第１～
３週）を見ると前年検査実績を下
回っている。主に外皮を剥いた形で
輸入される中国産たまねぎは、加工
業務用の固定需要が堅調なため、当
面、中国産の価格は堅調に推移する
と見込まれるが、ニュージーラン
ド、韓国などからの代替輸入の動き
もみられる。
　９月以降の流通の主力となる北海
道産の生育・出荷は、現時点で平年
並みと見込まれ、卸売価格も概ね平
年並みとなりつつある。輸入も含め
て今後の需給動向の注視が重要であ
る。


